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4 物流の 2024年問題に対する意識について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【全体】 

「大まかな内容は知っている」（56.0％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「聞いたことがある」
（25.2％）、「知らなかった」（11.2％）の順となっている。 

【圏域別】 

「大まかな内容は知っている」については、釧路・根室連携地域（62.9％）が最も割合が高く、次い
で道央広域連携地域（57.7％）となっている。「聞いたことがある」については、オホーツク連携地
域（33.3％）が最も割合が高く、次いで十勝連携地域（31.4％）となっている。 

【人口規模別】 

「大まかな内容は知っている」については、人口 10万人未満の市（62.3％）が最も割合が高く、次
いで札幌市（58.5％）となっている。「聞いたことがある」については、人口 10万人以上の市（29.1％）
が最も割合が高く、次いで町村（27.9％）となっている。 

【性別】 

「大まかな内容は知っている」については、男性 60.2％、女性 53.3％となっており、「聞いたこと
がある」については、男性 22.0％、女性 27.7％となっている 

【年代別】 

「大まかな内容は知っている」については、50～59歳（62.7％）が最も割合が高く、次いで 60～69
歳（59.8％）となっている。「聞いたことがある」については、18～29歳（29.6％）が最も割合が高
く、次いで 70歳以上（28.7％）となっている。 

【職種別】 

「大まかな内容は知っている」については、自由業（75.0％）が最も割合が高く、次いで無職（64.6％）
となっている。「聞いたことがある」については、学生（53.3％）が最も割合が高く、次いで主婦・
主夫（31.0％）となっている。 

【居住年数別】 

「大まかな内容は知っている」については、20年以上（57.6％）が最も割合が高く、次いで 1～5年
未満（57.1％）となっている。「聞いたことがある」については、10～20年未満（31.0％）が最も割
合が高く、次いで 1年未満（28.6％）となっている。 

 

問１ 2024（令和６）年４月からの「物流の 2024年問題」を知っていますか。 

次の中から１つだけお選びください。 

詳しい内容まで

知っている

6.7 %

大まかな内容は知っている

56.0 %

聞いたことがある

25.2 %

知らなかった

11.2 %

無回答

0.9 %

n=766 
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無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

60～69歳

70歳以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

主婦・主夫

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

学生

性
別

男性

女性

回答しない

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

町村

無回答

凡例

全体　(n＝766)

圏
域

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

無回答

①詳しい内容まで知っている ②大まかな内容は知っている
③聞いたことがある ④知らなかった ⑤無回答

①

6.7

6.6

14.0

5.3

5.6

5.9

6.5

8.1

6.9

3.8

7.1

11.2

3.9

3.7

9.9

6.2

12.0

6.3

3.5

7.0

4.3

10.5

11.4

4.2

6.7

3.2

8.5

21.4

6.1

11.1

9.9

5.8

②

56.0

57.7

50.0

52.0

50.0

52.9

62.9

42.9

58.5

54.5

62.3

50.6

39.1

60.2

53.3

60.0

47.4

38.9

49.4

51.5

62.7

59.8

58.3

47.4

48.8

52.2

75.0

61.8

51.4

51.4

6.7

64.6

54.9

46.2

42.9

57.1

55.6

47.9

57.6

47.4

③

25.2

24.8

24.0

25.3

33.3

31.4

21.0

19.0

22.2

29.1

21.5

27.9

30.4

22.0

27.7

30.0

15.8

29.6

24.7

27.8

18.4

25.2

28.7

15.8

27.9

30.4

10.0

15.8

30.5

31.0

53.3

22.2

26.8

26.9

28.6

12.2

17.8

31.0

26.2

21.1

④

11.2

10.4

12.0

14.7

11.1

9.8

9.7

23.8

10.7

9.5

11.5

13.0

17.4

6.3

14.5

10.0

15.8

27.8

16.0

14.4

7.0

7.9

8.3

21.1

16.3

13.0

15.0

11.8

6.7

12.0

33.3

10.1

7.3

15.4

7.1

24.5

15.6

11.3

9.7

15.8

⑤

0.9

0.4

2.7

14.3

0.4

0.8

1.3

13.0

0.3

0.5

21.1

0.8

1.3

15.8

1.4

2.4

11.5

0.7

15.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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【全体】 

「少しある」（54.3％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「かなりある」（23.8％）、「あまりな
い」（12.4％）の順となっている。 

【圏域別】 

「少しある」については、オホーツク連携地域（69.4％）が最も割合が高く、次いで十勝連携地域
（56.9％）となっている。「かなりある」については、道南連携地域（30.0％）が最も割合が高く、
次いで道央広域連携地域（26.3％）となっている。 

【人口規模別】 

「少しある」については、人口 10万人以上の市（57.1％）が最も割合が高く、次いで町村（56.5％）
となっている。「かなりある」については、人口 10万人未満の市（26.9％）が最も割合が高く、次い
で札幌市（26.7％）となっている。 

【性別】 

「少しある」については、男性 53.9％、女性 55.2％となっており、「かなりある」については、男
性 28.6％、女性 21.2％となっている 

【年代別】 

「少しある」については、30～39歳（63.0％）が最も割合が高く、次いで 40～49歳（57.7％）とな
っている。「かなりある」については、60～69 歳（29.1％）が最も割合が高く、次いで 50～59 歳
（25.3％）となっている。 

【職種別】 

「少しある」については、自営業（商工サービス業）（65.2％）が最も割合が高く、次いで事務職系
（60.5％）となっている。「かなりある」については、自営業（農林漁業）（37.2％）が最も割合が
高く、次いでその他（28.0％）となっている。 

【居住年数別】 

「少しある」については、5～10年未満（62.2％）が最も割合が高く、次いで 10～20年未満（56.3％）
となっている。「かなりある」については、1年未満（57.1％）が最も割合が高く、次いで 5～10年
未満（28.9％）となっている 

 

問２ 「物流の 2024年問題」に伴って、今後、物流が停滞することへの不安や危機感はありますか。 

次の中から１つだけお選びください。 

かなりある

23.8 %

少しある

54.3 %

あまりない

12.4 %

全くない

1.8 %

わからない

6.8 %

無回答

0.9 %

n=766 
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凡例

全体　(n＝766)

圏
域

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

町村

無回答

性
別

男性

女性

回答しない

無回答

60～69歳

70歳以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

主婦・主夫

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

学生

無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

①かなりある ②少しある ③あまりない
④全くない ⑤わからない ⑥無回答

①

23.8

26.3

30.0

16.0

11.1

21.6

21.0

14.3

26.7

21.2

26.9

20.8

13.0

28.6

21.2

15.8

20.4

19.8

20.6

25.3

29.1

23.9

15.8

37.2

21.7

25.0

26.3

24.8

19.0

13.3

21.5

28.0

15.4

57.1

24.5

28.9

16.9

23.6

15.8

②

54.3

54.8

52.0

52.0

69.4

56.9

53.2

28.6

54.1

57.1

51.5

56.5

34.8

53.9

55.2

70.0

31.6

42.6

63.0

57.7

55.7

54.3

53.5

31.6

48.8

65.2

35.0

60.5

54.3

56.3

33.3

57.0

48.8

34.6

21.4

49.0

62.2

56.3

55.5

31.6

③

12.4

11.3

10.0

17.3

2.8

15.7

17.7

19.0

13.7

14.3

10.0

9.7

13.0

11.8

12.5

30.0

10.5

22.2

13.6

12.4

12.0

12.6

9.6

15.8

7.0

8.7

40.0

7.2

15.2

14.8

33.3

8.9

12.2

19.2

14.3

16.3

4.4

16.9

12.1

10.5

④

1.8

1.5

2.0

2.7

8.3

1.6

0.7

1.6

3.8

2.6

1.0

2.5

3.7

2.5

1.0

1.3

0.8

2.6

2.3

4.3

0.7

1.0

3.5

1.3

3.7

4.1

1.4

1.9

⑤

6.8

5.5

6.0

10.7

8.3

5.9

6.5

23.8
4.8

5.8

6.9

9.1

21.7
4.3

8.1

21.1

11.1
1.2

8.2

5.7
3.1

8.7

21.1

4.7

5.3

4.8

5.6

20.0

11.4

4.9

15.4

7.1

6.1

4.4

8.5

6.2

26.3

⑥

0.9

0.6

1.3

14.3

0.8

1.3

17.4

0.3

0.5

21.1

1.7

15.8

0.7

2.4

15.4

0.7

15.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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【全体】 

「1週間以内であれば許容できる」（52.3％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「2～3日であれ
ば許容できる」（26.2％）、「2週間以内であれば許容できる」（11.4％）の順となっている。 

【圏域別】 

「1週間以内であれば許容できる」については、道北連携地域（61.3％）が最も割合が高く、次いで
釧路・根室連携地域（56.5％）となっている。「2～3日であれば許容できる」については、オホーツ
ク連携地域（36.1％）が最も割合が高く、次いで十勝連携地域（35.3％）となっている。 

【人口規模別】 

「1週間以内であれば許容できる」については、人口 10万人未満の市（56.2％）が最も割合が高く、
次いで町村（53.2％）となっている。「2～3 日であれば許容できる」については、人口 10 万人以上
の市（27.5％）が最も割合が高く、次いで札幌市（27.4％）となっている。 

【性別】 

「1 週間以内であれば許容できる」については、男性 49.7％、女性 55.2％となっており、「2～3 日
であれば許容できる」については、男性 27.3％、女性 25.4％となっている。 

【年代別】 

「1週間以内であれば許容できる」については、30～39歳（59.3％）が最も割合が高く、次いで 50
～59歳（57.0％）となっている。「2～3日であれば許容できる」については、60～69 歳（29.9％）
が最も割合が高く、次いで 18～29歳（29.6％）となっている。 

【職種別】 

「1週間以内であれば許容できる」については、自由業（75.0％）が最も割合が高く、次いで自営業
（商工サービス業）（60.9％）となっている。「2～3日であれば許容できる」については、学生（40.0％）
が最も割合が高く、次いでその他（30.5％）となっている。 

【居住年数別】 

「1週間以内であれば許容できる」については、1年未満（71.4％）が最も割合が高く、次いで 5～
10 年未満（66.7％）となっている。「2～3日であれば許容できる」については、1～5年未満（34.7％）
が最も割合が高く、次いで 10～20年未満（26.8％）となっている。 

問３ 今後、インターネットなどで注文した商品がお手元に届くまで、これまでよりも時間がかかってしま

うことも考えられます。こうした場合、通常、どれくらい許容できますか。 

次の中から１つだけお選びください。 

 

2～3日であれば許

容できる

26.2 %

1週間以内であれば

許容できる

52.3 %

2週間以内であれば

許容できる

11.4 %

1ヶ月でも許容できる

3.3 %

わからない

5.5 %

無回答

1.3 %

n=766 



68 

 

  

無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

60～69歳

70歳以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

主婦・主夫

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

学生

性
別

男性

女性

回答しない

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

町村

無回答

凡例

全体　(n＝766)

圏
域

道央

道南

道北

オホーツク

十勝

釧路・根室

無回答

①2～3日であれば許容できる ②1週間以内であれば許容できる
③2週間以内であれば許容できる ④1ヶ月でも許容できる
⑤わからない ⑥無回答

①

26.2

26.3

30.0

20.0

36.1

35.3

17.7

23.8

27.4

27.5

26.2

23.4

21.7

27.3

25.4

30.0

26.3

29.6

24.7

26.8

23.4

29.9

25.7

26.3

23.3

21.7

20.0

28.3

26.7

24.6

40.0

23.4

30.5

30.8

14.3

34.7

20.0

26.8

26.2

26.3

②

52.3

52.7

48.0

61.3

38.9

51.0

56.5

38.1

51.5

51.3

56.2

53.2

43.5

49.7

55.2

50.0

31.6

44.4

59.3

53.6

57.0

48.0

51.7

36.8

53.5

60.9

75.0

54.6

51.4

57.7

33.3

50.0

42.7

42.3

71.4

53.1

66.7

59.2

50.5

31.6

③

11.4

11.9

12.0

8.0

8.3

11.8

12.9

9.5

12.6

13.2

10.0

8.4

8.7

11.2

11.8

10.5

18.5

12.3

14.4

12.0

12.6

7.0

10.5

9.3

4.3

5.0

11.8

19.0

10.6

26.7

7.6

12.2

7.7

7.1

8.2

6.7

7.0

12.7

10.5

④

3.3

3.6

2.0

4.0

8.3

2.0

4.1

2.1

4.6

2.6

3.6

2.8

20.0

3.7

3.7

3.1

2.5

3.9

3.5

4.3

2.0

1.9

2.8

7.0

4.9

7.1

4.1

4.2

3.3

⑤

5.5
4.7

8.0

4.0

8.3

11.3

14.3

4.1

4.2

2.3

11.0

13.0

6.6

4.6

10.5

3.7

2.1

4.4

3.9

10.4

10.5

14.0

8.7

2.6

1.0

4.2

10.8

4.9

7.7

6.7

2.8

6.0

15.8

⑥

1.3

0.8

2.7

1.6

14.3

0.4

1.6

0.8

1.3

13.0

1.6

0.2

21.1

0.6

1.6

1.7

15.8

0.7

1.3

4.9

11.5

1.2

15.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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【全体】 

「配達時間帯を指定するサービスによる受取」（66.4％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「玄
関先等への置き配による受取」（42.7％）、「配達前のメール・SNS等で通知があるサービスによる受
取」（30.7％）の順となっている 

【圏域別】 

「配達時間帯を指定するサービスによる受取」については、道央広域連携地域（69.6％）が最も割合
が高く、次いで十勝連携地域（66.7％）となっている。「玄関先等への置き配による受取」について
は、道北連携地域（52.0％）が最も割合が高く、次いで十勝連携地域（51.0％）となっている。 

【人口規模別】 

「配達時間帯を指定するサービスによる受取」については、札幌市（72.6％）が最も割合が高く、次
いで人口 10万人以上の市（68.8％）となっている。「玄関先等への置き配による受取」については、
人口 10万人以上の市（47.6％）が最も割合が高く、次いで町村（47.4％）となっている。 

【性別】 

「配達時間帯を指定するサービスによる受取」については、男性 60.5％、女性 71.8％となってお
り、「玄関先等への置き配による受取」については、男性 38.5％、女性 46.2％となっている。 

【年代別】 

「配達時間帯を指定するサービスによる受取」については、30～39歳（76.5％）が最も割合が高く、
次いで 60～69 歳（74.0％）となっている。「玄関先等への置き配による受取」については、30～39
歳（71.6％）が最も割合が高く、次いで 40～49歳（55.7％）となっている。 

【職種別】 

「配達時間帯を指定するサービスによる受取」については、学生（86.7％）が最も割合が高く、次
いで事務職系（78.9％）となっている。「玄関先等への置き配による受取」については、学生（66.7％）
が最も割合が高く、次いで労務職系（57.1％）となっている。     

【居住年数別】 

 

  

問４ こうした物流問題への身近な取組として、再配達の削減があります。あなたが行ったことのある取

組はありますか。 

次の中からいくつでもお選びください。 

 

「配達時間帯を指定するサービスによる受取」については、5～10年未満（75.6％）が最も割合が高
く、次いで 1～5年未満（73.5％）となっている。「玄関先等への置き配による受取」については、1
～5年未満（65.3％）が最も割合が高く、次いで 5～10年未満（57.8％）となっている。 

66.4 

30.7 

12.0 

17.1 

14.9 

3.3 

14.9 

42.7 

12.0 

1.8 

1.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

配達時間帯を指定するサービスによる受取

配達前のメール・SNS等で通知があるサービスによる受取

職場など、受取場所を指定・変更して受取

宅配事業者の営業所での受取

コンビニエンス・ストアでの受取

駅などに設置した宅配ロッカーでの受取

宅配ボックスによる受取

玄関先等への置き配による受取

特に取り組んでいない

その他

無回答

n=766 
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無回答

10～20年未満

1～5年未満

5～10年未満
居
住
年
数

1年未満

20年以上

その他

無回答

学生

無職

労務職系

主婦・主夫

自由業

事務職系

職
種

自営業（農林漁業）

70歳以上

年
代

自営業（商工サービス業）

無回答

女性

50～59歳

30～39歳

40～49歳

18～29歳

60～69歳

人口10万人以上の市

無回答

性
別

男性

その他

回答しない

無回答

人
口
規
模

札幌市

圏
域

十勝

人口10万人未満の市

町村

釧路・根室

オホーツク

道南

道北

道央

配達時間帯を指定する

サービスによる受取

配達前のメール・SNS

等で通知があるサービ

スによる受取

職場など、受取場所を

指定・変更して受取

全体（n=766） 66.4 

69.6 

56.0 

65.3 

61.1 

66.7 

61.3 

47.6 

72.6 

68.8 

66.9 

55.2 

47.8 

60.5 

71.8 

60.0 

42.1 

72.2 

76.5 

63.9 

72.2 

74.0 

56.1 

47.4 

58.1 

56.5 

55.0 

78.9 

65.7 

68.3 

86.7 

57.6 

69.5 

50.0 

57.1 

73.5 

75.6 

67.6 

66.0 

42.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

30.7 

30.8 

32.0 

29.3 

25.0 

43.1 

30.6 

9.5 

35.2 

36.5 

26.2 

21.4 

17.4 

26.3 

34.4 

40.0 

10.5 

44.4 

49.4 

40.2 

42.4 

26.0 

13.0 

10.5 

25.6 

30.4 

35.0 

45.4 

47.6 

26.1 

40.0 

15.8 

24.4 

11.5 

57.1 

36.7 

44.4 

31.0 

29.0 

10.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

12.0 

11.9 

12.0 

12.0 

19.4 

9.8 

9.7 

14.3 

9.3 

12.2 

13.8 

14.9 

13.0 

11.5 

12.2 

10.0 

15.8 

16.7 

14.8 

19.6 

15.8 

8.7 

5.7 

15.8 

14.0 

8.7 

10.0 

17.8 

19.0 

8.5 

6.7 

6.3 

11.0 

11.5 

28.6 

18.4 

13.3 

14.1 

10.6 

15.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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無回答

10～20年未満

1～5年未満

居
住
年
数

1年未満

5～10年未満

20年以上

その他

無回答

学生

無職

労務職系

主婦・主夫

自由業

事務職系

60～69歳

職
種

自営業（農林漁業）

70歳以上

自営業（商工サービス業）

無回答

女性

50～59歳

30～39歳

年
代

18～29歳

40～49歳

人口10万人以上の市

無回答

性
別

男性

その他

回答しない

無回答

人
口
規
模

札幌市

十勝

人口10万人未満の市

町村

釧路・根室

オホーツク

道南

圏
域

道央

道北

宅配事業者の営業所で

の受取

コンビニエンス・スト

アでの受取

駅などに設置した宅配

ロッカーでの受取

全体（n=766） 17.1 

15.5 

28.0 

18.7 

19.4 

21.6 

16.1 

9.5 

14.8 

22.2 

13.8 

18.8 

8.7 

22.4 

14.3 

0.0 

5.3 

11.1 

27.2 

15.5 

20.9 

19.7 

12.2 

10.5 

20.9 

8.7 

45.0 

23.0 

27.6 

13.4 

6.7 

8.2 

13.4 

11.5 

35.7 

26.5 

20.0 

16.9 

16.0 

5.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

14.9 

16.6 

20.0 

13.3 

11.1 

11.8 

8.1 

4.8 

15.2 

15.3 

16.9 

13.6 

4.3 

17.4 

13.4 

20.0 

5.3 

27.8 

22.2 

27.8 

10.8 

15.0 

7.4 

5.3 

14.0 

8.7 

15.0 

21.7 

23.8 

10.6 

40.0 

6.3 

14.6 

7.7 

7.1 

18.4 

24.4 

23.9 

13.2 

5.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

3.3 

3.8 

4.0 

4.0 

0.0 

0.0 

3.2 

0.0 

3.3 

3.7 

2.3 

3.9 

0.0 

2.6 

3.7 

10.0 

0.0 

5.6 

9.9 

6.2 

1.9 

2.4 

0.9 

0.0 

7.0 

0.0 

5.0 

5.3 

4.8 

2.8 

6.7 

0.6 

2.4 

0.0 

0.0 

2.0 

11.1 

5.6 

2.6 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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無回答

10～20年未満

1～5年未満

居
住
年
数

1年未満

5～10年未満

20年以上

その他

無回答

学生

無職

労務職系

主婦・主夫

自由業

事務職系

職
種

60～69歳

70歳以上

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

無回答

女性

50～59歳

30～39歳

年
代

18～29歳

40～49歳

人口10万人以上の市

無回答

性
別

その他

回答しない

男性

無回答

人
口
規
模

道北

人口10万人未満の市

町村

札幌市

十勝

釧路・根室

オホーツク

道南

圏
域

道央

全体（n=766）

宅配ボックスによる受

取

玄関先等への置き配に

よる受取
特に取り組んでいない

14.9 

17.8 

4.0 

14.7 

11.1 

15.7 

6.5 

4.8 

23.0 

12.2 

8.5 

11.0 

4.3 

13.8 

15.7 

30.0 

5.3 

14.8 

30.9 

20.6 

20.9 

6.3 

8.3 

5.3 

14.0 

13.0 

10.0 

23.7 

20.0 

10.6 

0.0 

11.4 

14.6 

3.8 

14.3 

30.6 

22.2 

16.9 

13.0 

5.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

42.7 

42.0 

48.0 

52.0 

38.9 

51.0 

38.7 

9.5 

38.9 

47.6 

42.3 

47.4 

17.4 

38.5 

46.2 

80.0 

10.5 

55.6 

71.6 

55.7 

46.2 

35.4 

28.3 

10.5 

55.8 

34.8 

40.0 

50.7 

57.1 

40.8 

66.7 

30.4 

36.6 

15.4 

42.9 

65.3 

57.8 

46.5 

40.1 

10.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

12.0 

11.5 

8.0 

5.3 

19.4 

11.8 

21.0 

19.0 

8.1 

10.6 

13.8 

18.2 

17.4 

15.5 

9.7 

0.0 

15.8 

1.9 

3.7 

9.3 

4.4 

7.9 

25.7 

15.8 

9.3 

17.4 

5.0 

3.9 

7.6 

14.8 

0.0 

22.8 

9.8 

15.4 

0.0 

6.1 

11.1 

5.6 

13.4 

21.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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20年以上

無回答

5～10年未満

10～20年未満

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

その他

無回答

学生

無職

労務職系

主婦・主夫

自由業

事務職系

60～69歳

70歳以上

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

無回答

女性

40～49歳

50～59歳
年
代

18～29歳

30～39歳

人口10万人以上の市

無回答

その他

回答しない

性
別

男性

無回答

人口10万人未満の市

町村

人
口
規
模

札幌市

十勝

釧路・根室

道北

オホーツク
圏
域

道央

道南

全体（n=766）

その他 無回答

1.8 

2.1 

0.0 

2.7 

2.8 

0.0 

0.0 

4.8 

1.5 

2.1 

3.1 

0.6 

4.3 

1.3 

2.1 

0.0 

5.3 

1.9 

2.5 

0.0 

1.9 

1.6 

2.2 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

6.7 

3.8 

6.1 

3.8 

0.0 

0.0 

2.2 

1.4 

1.9 

5.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1.6 

1.1 

0.0 

1.3 

2.8 

2.0 

0.0 

19.0 

1.5 

0.5 

0.8 

1.3 

17.4 

0.7 

1.2 

0.0 

26.3 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

3.0 

21.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

2.5 

2.4 

15.4 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

1.2 

21.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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17.0 

78.6 

45.8 

39.8 

23.9 

15.5 

2.2 

2.9 

4.8 

1.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

街頭や店舗などイベント開催による周知

テレビ・ラジオによる周知

新聞による周知

ホームページやSNS（フェイスブック、X(旧ツイッター)、

インスタグラムなど）による周知

駅や鉄道・バスなどの広告による周知

リーフレット等の配布による周知

講演会(セミナーやフォーラムなど）開催による周知

その他

わからない

無回答

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
【全体】 

「テレビ・ラジオによる周知」（78.6％）と答えた方の割合が最も高く、次いで「新聞による周知」
（45.8％）、「ホームページや SNS（フェイスブック、X(旧ツイッター)、インスタグラムなど）によ
る周知」（39.8％）の順となっている。 

【圏域別】 

「テレビ・ラジオによる周知」については、オホーツク連携地域（83.3％）が最も割合が高く、次い
で道南連携地域（82.0％）となっている。「新聞による周知」については、道南連携地域（64.0％）
が最も割合が高く、次いで十勝連携地域（60.8％）となっている。 

【人口規模別】 

「テレビ・ラジオによる周知」については、人口 10万人未満の市（82.3％）が最も割合が高く、次
いで人口 10万人以上の市（79.4％）となっている。「新聞による周知」については、町村（50.6％）
が最も割合が高く、次いで人口 10万人未満の市（50.0％）となっている。 

【性別】 

「テレビ・ラジオによる周知」については、男性 78.3％、女性 79.4％となっており、「新聞による
周知」については、男性 50.0％、女性 43.6％となっている。 

【年代別】 

「テレビ・ラジオによる周知」については、50～59歳（84.8％）が最も割合が高く、次いで 60～69
歳（83.5％）となっている。「新聞による周知」については、70歳以上（60.0％）が最も割合が高く、
次いで 50～59歳（51.3％）となっている。 

【職種別】 

「テレビ・ラジオによる周知」については、その他（82.9％）が最も割合が高く、次いで自営業（商
工サービス業）（82.6％）となっている。「新聞による周知」については、自営業（農林漁業）（60.5％）
が最も割合が高く、次いで自営業（商工サービス業）（52.2％）となっている。 

【居住年数別】 

 

 

問５ 「物流の 2024年問題」の効果的な周知方法についてお聞きします。 

どのような方法であれば、より多くの方々に知っていただけると思いますか。 

次の中からいくつでもお選びください。 

 

「テレビ・ラジオによる周知」については、5～10 年未満（84.4％）が最も割合が高く、次いで 20
年以上（81.2％）となっている。「新聞による周知」については、20年以上（49.5％）が最も割合が
高く、次いで 10～20年未満（45.1％）となっている。 

n=766 
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街頭や店舗などイベント

開催による周知

テレビ・ラジオによる周

知
新聞による周知

全体（n=766）

圏
域

道央

オホーツク

十勝

道南

道北

町村

釧路・根室

無回答

無回答

性
別

男性

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

人
口
規
模

札幌市

女性

その他

回答しない

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

70歳以上

無回答

自由業

職
種

自営業（農林漁業）

事務職系

学生

労務職系

主婦・主夫

無回答

その他

50～59歳

60～69歳

無職

自営業（商工サービス業）

居
住
年
数

1年未満

10～20年未満

1～5年未満

5～10年未満

無回答

20年以上

17.0 

18.0 

28.0 

10.7 

22.2 

13.7 

8.1 

14.3 

14.8 

14.8 

23.8 

18.2 

13.0 

17.1 

17.1 

10.0 

15.8 

18.5 

19.8 

24.7 

20.3 

8.7 

14.8 

15.8 

20.9 

8.7 

10.0 

19.1 

21.9 

14.8 

40.0 

15.8 

12.2 

11.5 

28.6 

18.4 

15.6 

29.6 

15.1 

15.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

78.6 

79.8 

82.0 

70.7 

83.3 

76.5 

75.8 

76.2 

78.9 

79.4 

82.3 

74.0 

78.3 

78.3 

79.4 

70.0 

68.4 

53.7 

72.8 

77.3 

84.8 

83.5 

80.4 

73.7 

74.4 

82.6 

55.0 

78.9 

78.1 

81.0 

73.3 

77.8 

82.9 

80.8 

42.9 

75.5 

84.4 

64.8 

81.2 

73.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

45.8 

42.7 

64.0 

41.3 

58.3 

60.8 

41.9 

42.9 

39.6 

48.1 

50.0 

50.6 

43.5 

50.0 

43.6 

20.0 

42.1 

16.7 

24.7 

38.1 

51.3 

45.7 

60.0 

42.1 

60.5 

52.2 

15.0 

43.4 

34.3 

48.6 

46.7 

51.3 

47.6 

46.2 

14.3 

28.6 

31.1 

45.1 

49.5 

42.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0



76 

 

  

ホームページやSNS（フェイス

ブック、X(旧ツイッター)、イン

スタグラムなど）による周知

駅や鉄道・バスなどの広

告による周知

リーフレット等の配布に

よる周知

全体（n=766）

圏
域

道央

オホーツク

十勝

道南

道北

町村

釧路・根室

無回答

無回答

性
別

男性

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

人
口
規
模

札幌市

女性

その他

回答しない

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

70歳以上

無回答

自由業

職
種

自営業（農林漁業）

事務職系

労務職系

無回答

その他

主婦・主夫

50～59歳

60～69歳

無職

自営業（商工サービス業）

学生

居
住
年
数

1年未満

10～20年未満

1～5年未満

5～10年未満

無回答

20年以上

39.8 

42.5 

38.0 

36.0 

25.0 

49.0 

35.5 

14.3 

47.8 

41.3 

37.7 

29.9 

13.0 

33.6 

44.3 

80.0 

15.8 

64.8 

49.4 

55.7 

53.2 

40.9 

16.1 

15.8 

34.9 

43.5 

45.0 

59.2 

51.4 

34.5 

60.0 

22.2 

36.6 

15.4 

57.1 

46.9 

46.7 

47.9 

38.0 

15.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

23.9 

26.1 

22.0 

18.7 

25.0 

17.6 

22.6 

14.3 

26.7 

22.8 

32.3 

15.6 

8.7 

21.1 

26.1 

40.0 

10.5 

24.1 

35.8 

32.0 

32.9 

25.2 

10.4 

10.5 

16.3 

13.0 

25.0 

32.2 

34.3 

21.8 

40.0 

18.4 

17.1 

11.5 

21.4 

28.6 

28.9 

29.6 

22.9 

10.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

15.5 

16.6 

22.0 

10.7 

2.8 

11.8 

17.7 

19.0 

14.8 

16.9 

15.4 

14.9 

17.4 

17.1 

14.3 

10.0 

21.1 

11.1 

9.9 

13.4 

15.8 

18.9 

17.0 

21.1 

7.0 

13.0 

10.0 

15.1 

20.0 

19.7 

13.3 

13.3 

14.6 

15.4 

21.4 

12.2 

17.8 

9.9 

16.0 

21.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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講演会(セミナーやフォー

ラムなど）開催による周

知

その他 わからない

全体（n=766）

圏
域

道央

オホーツク

十勝

道南

道北

人
口
規
模

札幌市

町村

釧路・根室

無回答

無回答

性
別

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

男性

女性

その他

回答しない

年
代

18～29歳

30～39歳

40～49歳

70歳以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

事務職系

労務職系

無回答

自由業

その他

主婦・主夫

50～59歳

60～69歳

無職

自営業（商工サービス業）

学生

居
住
年
数

1年未満

10～20年未満

1～5年未満

5～10年未満

無回答

20年以上

2.2 

2.3 

2.0 

4.0 

2.8 

2.0 

0.0 

0.0 

1.5 

3.7 

2.3 

1.9 

0.0 

3.3 

1.6 

0.0 

0.0 

1.9 

1.2 

3.1 

1.9 

3.1 

2.2 

0.0 

2.3 

0.0 

5.0 

3.3 

1.9 

2.1 

0.0 

2.5 

1.2 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

4.2 

2.3 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

2.9 

3.0 

4.0 

4.0 

0.0 

2.0 

3.2 

0.0 

2.2 

3.7 

2.3 

3.9 

0.0 

3.3 

2.3 

20.0 

0.0 

1.9 

1.2 

6.2 

5.1 

3.1 

0.9 

0.0 

2.3 

4.3 

0.0 

2.6 

2.9 

2.8 

0.0 

1.9 

7.3 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

5.6 

3.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

4.8 

4.2 

2.0 

8.0 

5.6 

5.9 

8.1 

0.0 

4.1 

5.3 

3.1 

7.1 

4.3 

4.9 

5.1 

0.0 

0.0 

7.4 

4.9 

3.1 

3.8 

4.7 

6.1 

0.0 

7.0 

0.0 

5.0 

2.6 

4.8 

4.2 

6.7 

9.5 

2.4 

0.0 

0.0 

6.1 

4.4 

7.0 

4.6 

5.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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無回答

全体（n=766）

オホーツク

十勝

圏
域

道央

道南

道北

釧路・根室

無回答

町村

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の市

人口10万人未満の市

性
別

男性

女性

その他

回答しない

年
代

18～29歳

30～39歳

70歳以上

無回答

40～49歳

自営業（商工サービス業）

主婦・主夫

職
種

自営業（農林漁業）

10～20年未満

50～59歳

60～69歳

事務職系

自由業

労務職系

無職

20年以上

無回答

無回答

学生

その他

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

1.2 

0.6 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

23.8 

0.4 

0.5 

0.8 

0.6 

21.7 

0.7 

0.2 

0.0 

31.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

26.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.6 

2.4 

19.2 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.5 

26.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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「物流の 2024年問題に対する意識について」の調査を終えて 

 

 

 「物流の 2024 年問題」の認知度については、「大まかな内容は知っている」との回答が

56.0％となっており、「詳しい内容まで知っている」（6.7％）との回答を合わせると６２．７％と

なり、問題の認知度は 6割を超える結果となっている。 

 

また、物流が停滞することへの不安や危機感については、「かなりある」（23.8％）、「少し

ある」（54.3％）との回答を合わせると 78.1％となり、約 8割の道民が物流の停滞に不安や

危機感を抱いていることが確認され、物流問題に関する影響については広く認識されている

ことが分かった。 

 

現在、物流問題に対して身近に行っている取組については、「配達時間帯を指定するサー

ビスによる受取」（66.4％）、「玄関先等への置き配による受取」（42.7％）、「配達前のメー

ル・ＳＮＳ等で通知があるサービスによる受取」（30.7％）の順に高い結果となったが、一方で

「特に取り組んでいない」が 12.0％となっている。 

 

道民が考える「物流の 2024 年問題」の効果的な周知方法としては、「テレビ・ラジオによ

る周知」が 78.6％、「新聞による周知」が 45.8％、「ホームページやＳＮＳによる周知」が

39.8％の順に高い結果となっている。 

 

今回の調査結果から、約４割の方が「物流の 2024年問題」を内容まで認知していないこ

とや聞いたことがないということが明らかとなった。 

また、身近な物流問題の取組を行っていない方が、少数ではあるものの一定数いることが

分かった。 

物流の 2024 年問題については、消費者の理解や行動変容に繋げてもらうことも重要で

あることから、道としては、国や物流事業者などの関係者と連携を図りながら、道民への効果

的な普及啓発に努めていくとともに、今後も道内物流の安定的な確保に向けて、共同輸送や

中継輸送などによる物流の効率化等に取り組んでいく。 

 

 

（総合政策部交通政策局交通企画課） 



 

 


